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ある．また Dalvik VM における高速化手法は乏しい現状にある．本論文では，Android ア
プリケーションの高速実行を実現する機構を提案する．1 つ目は Dalvik VM が実行するバ
イナリ「Dalvikバイトコード」を入力，プロセッサの命令セットに変換する「Dalvikバイ
トコード・アクセラレータ」である．2 つ目は，Dalvik バイトコードにおいて演算対象で
ある Dalvikレジスタのロード・ストア削減機構「DRMT (Dalvik Register Map Table)」で




の実行環境である Dalvik VMの実行速度には課題があることを述べた．現在の Dalvik VM は
Java VM に比べて高速化手法に乏しく，動作速度を向上させる意義があることを述べた．
それを踏まえ，ハードウェアにより Android アプリケーションのバイナリである Dalvik
バイトコードを直接実行する，Dalvikバイトコード・アクセラレータを提案，その有効性
を示すことを本論文の目的として設定した． 
第 2章「Java VM」では，Java VMの動作について述べた．Javaにおいてはすでに高速化
手法が複数存在している．本論文で実装する手法を紹介する手前，Java VM の内部アーキ
テクチャ，動作原理について紹介した． 















イナリも Javaとは異なる．章末にて Java VMとの相違点を示し，Dalvik VMの高速化手法
がまだ不十分であることを述べた． 
第 5章「Dalvikバイトコード・アクセラレータ」では，本論文で提案するアクセラレー









モリのロード・ストアが発生することとなる．DRMT により複数の Dalvik バイトコードを
跨いで，ロードした Dalvikレジスタを物理レジスタに保持する．そして DRMTにより Dalvik
レジスタのロード・ストアを削減する動作例を示した． 











命令生成を評価しその結果を述べた．評価は 2 種類行った．1 つ目は DRMT により Dalvik
バイトコードから，不必要な Dalvikレジスタのロード・ストアが削減されているか評価し
た．2 つ目はアクセラレータが生成した命令について JIT と比較し，効率的な命令生成が
行われているかを評価した． 
第 10 章「結論」では，本論文の結論を述べた．まずアクセラレータならびに DRMTによ
り，VMや JITに比べより効率的な命令生成が行われる要因を述べた．次に今後の展望とし
て，SimMips やハードウェアへのアクセラレータの実装の可能性と，それにより得られる
評価について述べた． 
 
 
 
